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論文内容要旨
 本研究の目的は, 解剖学的標準化の手法を用いて, 健常若年者及び老年者の平均的な SPECT
 画像を作成し, かっその差異を検討することにある。 本研究では Roland らにより PET に対し
 て開発された解剖学的標準化システム (Human Brain Atlas system) を, SPECT に適用するこ
 とにより, 若年群と老年群の平均画像の作成とその比較を行なった。 さらに, Woods 等によっ
 て開発された自動解剖学的標準化システム (AIR) を比較的多数例に適用 し, HBA で得られた
 結果と比較 した。
 標準化の過程を経て作成した両年齢群の平均 SPECT 画像は, 視覚的には基底核・島領域で若
 年群の集積が高く見えるが, その他は類似していた。 ボクセル解析により両群のトレーサー分布
 の有意差を調べると, 若年群に対して老年群が統計的に有意な減少を示 した領域は, 左の扁桃体
 と海馬傍回, 左上側頭回, 左ヘッシェル回, 右上前頭回, 右の帯状回前部, 両側の帯状回, 両側
 の島及び弁蓋部であった。 老年群で若年群に対して相対的に上昇を示 した領域 は, 左の中心前回,
 両側の後頭葉・上頭頂小葉・放線冠・側頭葉白質であった。 このボクセル毎の統計解析により抽
 出された領域に沿って, 25 の ROI を脳の解剖学的構築も考慮して定義した。 ROI 上の SPECT
 値を被験者の年齢に対してプロットして, 加齢変化を分析した。 lrI >0.7 という基準をとると,
 左の扁桃体と海馬傍回, 両側の島皮質及び弁蓋部。帯状回では加齢に伴う減少傾向が見られた。
 逆に, 左の上頭頂小葉, 左の放線冠, 両側側頭葉白質では増加傾向が見られた。 両群について
 CT で計測した各被験者の Brain Atrophy lndex の値を評価 したところ, 年齢依存性の上昇傾向
 が見られるものの, 統計的に有意ではなかった (r二〇.42)。 さらに, t検定によっても両群間に
 有意差は見られなかった (p=0.16)。
 AIR 適用例では, 標準化した対象各人の画像について, pixel 毎にピクセルカウントと年齢と
 の相関値 (r 値) を求め, それを標準 SPECT 画像と同一空間に配置することにより, r値画像
 を作成した。 得られたr値の画像から, IrI 〉0.7 に相当する領域を抽出した。 この選択基準は,
 p<0.001 に相当する。 加齢による集積低下傾向が見られた部位は, 両側の側頭葉前端部・基底
 核及び弁蓋部・帯状回・前頭葉内側及び下面・中心前回であった。 一方, 集積上昇傾向が, 右の
 側頭葉と両側の後頭側頭部の白質・両側の懊部と前襖部に見られた。
 結論と して, HM-PAO の分布パターンには年齢に依存した変化が見られ, この変化には脳萎
 縮の影響も含まれるが, 主と して血流の変化に依存 していることが考えられた。
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 審査結果の要旨
 この論文は, 解剖学的標準化の手法を用いて, 健常若年者及び老年者の平均的な脳血流
 SPECT 画像を作成 し, かつその差異の統計的検討を行ったものである。 解剖学的標準化の手法
 としては, まず Roland らにより PET に対して開発された解剖学的標準化システム (Human
 Brain Atlas system) を用いている。 さらに, Woods 等によって開発された自動解剖学的標準
 化システム (AIR) を比較的多数例に適用 し, HBA で得られた結果と比較している。
 この論文によると, 標準化の過程を経て作成した両年齢群の平均 SPECT 画像は, 視覚的には
 基底核・島領域で若年群の集積が高く見えるものの, その他は類似していた。 一方, ボクセル毎
 の差の統計検定により若年群に対 して老年群が統計的に有意な減少を示 した部位は, 左の扁桃体
 と海馬傍回, 左上側頭回, 左ヘッシェル回, 右上前頭回, 右の帯状回前部, 両側の帯状回, 両側
 の島及び弁蓋部であった。 老年群で若年群に対して相対的に上昇を示 した領域 は, 左の中心前回,
 両側の後頭葉・上頭頂小葉・放線冠・側頭葉白質であった。 次に, このボクセル毎の統計解析に
 より抽出された領域に沿って, 25 の ROI を定義 し, ROI 上の SPECT 値を被験者の年齢に対し
 てプロットすることで, 血流カウントの加齢変化を検討した。 lr1 >0.7 という基準では, 左
 の扁桃体と海馬傍回, 両側の島皮質及び弁蓋部・帯状回に加齢に伴う減少傾向が見られた。 逆に,
 左の上頭頂小葉, 左の放線冠, 両側側頭葉白質では増加傾向が見られた。 しかるに, この両群に
 ついて CT で計測した各被験者の Brain Atrophy Index の値を評価 して も, 年齢依存性の上昇
 傾向が見られるものの, 統計的に有意ではなく (r=0.42), こうした変化は萎縮にのみ由来する
 ものでないことが示された。
 AIR 適用例では, 標準化 した対象各人の画像について, pixe1 毎にピクセルカウントと年齢と
 の相関値 (r 値) を求め, それを標準 SPECT 画像と同一空間に配置することにより, r値画像
 を作成し, 得られたr値の画像から, Ir1>0.7 (p<0.001) に相当する領域を抽出した。 加齢
 による有意の集積低下傾向が見られた部位は, 両側の側頭葉前端部・基底核及 び弁蓋部・帯状回・
 前頭葉内側及び下面・中心前回であり, 一方, 集積上昇傾向が, 右の側頭葉と両側の後頭側頭部
 の白質・両側の模部と前襖部で見られた。 以上, 二つの異なった手法により, 加齢に伴う血流の
 変化パターンを明らかにした。 この研究では, 定量的手法を用いずに, HM-PAO の分布パター
 ンに年齢に依存 した変化を客観的に抽出 した点に新規性がある。 また将来臨床的にも疾患診断へ
 の応用 が考え られる。 よって本論文は学位論文に値する ものと して認め る。
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